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会 議 結 果 報 告 書 

令和４年７月１５日 

会議の名称 
令和４年度  

第１回在宅医療・介護連携代表者会議及び認知症施策推進会議 

開 催 日 時 令和４年７月５日（月）１３時３０分～１５時００分 

開 催 場 所 いろは遊学館 第１研修室 

出 席 委 員 

岩﨑委員、相原委員、宮本委員、正岡委員、松川委員、本多委員、木野委員、

奥山委員、藤島委員、長内委員、中村委員、田中委員、渋谷委員、立花委員、

多田委員 

石幡委員、土屋委員、生方委員、辻委員、宮川委員  

           （計２０人）                                            

欠 席 委 員 田代委員、瀧委員、西委員                 （計３人） 

議 題 

議事 

（１）在宅医療・介護連携推進事業及び認知症施策推進事業について 

   これまでの取組と令和４年度の計画について  

（２）ワーキンググループ活動について 

   

結 果 審議内容の記録のとおり               （傍聴者０人） 

事 務 局 福祉部中村部長、長寿応援課渋谷課長、斉藤主査、増田主任 

審議内容の記録（審議経過、結論等）  

＜第１部＞ 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員自己紹介 

４ 正副会長の互選について 

 推薦がないため事務局案として、会長に岩﨑委員、副会長は正岡委員を推薦する。 

〈結論〉全会一致で会長を岩﨑委員、副会長を正岡委員、土屋委員に決定した。 

５ 議事 

（１）在宅医療・介護連携推進事業及び認知症施策推進事業について 

   これまでの取組と今後の計画について  

事務局）資料に基づき報告。 

① 令和３年度在宅医療介護連携推進事業の取組みについて 
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 志木市医療介護連携の必要性 

 ４つの場面を意識した医療介護連携の推進 

 ＡＣＰに着目した事業の開催 

 朝霞地区４市での取組 

② 令和４年度の計画について 

 代表者会議の開催（年３回開催予定）  

 ワーキンググループによる事業の実施  

①住民や医療・介護関係者を対象としたＡＣＰの普及啓発、②医療・介護関係者を対

象とした研修等の実施を計画していく。 

（２）ワーキンググループ活動について 

事務局）資料に基づき説明。ワーキンググループ及びメンバー案を提示する。 

① ＡＣＰ普及啓発ワーキンググループ／相原委員、西委員、藤島委員、中村委員、

田中委員、立花委員、渋谷委員、多田委員、土屋委員、辻委員 計１０人。 

② 医療・介護関係者研修ワーキンググループ／岩﨑委員、宮本委員、正岡委員、田

代委員、瀧委員、松川委員、本多委員、木野委員、奥山委員、石幡委員、生方委

員 計１１人。 

なお、菅野病院（認知症疾患医療センター）及び朝霞保健所は広域連携での出席目的の 

ため、ワーキンググループは除外とする。 

<結論>全会一致でワーキンググループメンバー及び事業計画を承認する。 

今後、各取組項目の具体的協議を行うものとする。 

６ その他 

各団体等からの周知事項 

特になく終了。 

〈次回以降日程〉 

・第２回会議 

令和４年１０月４日（月）午後 

・第３回会議 

令和５年２月頃開催予定 

＜第２部＞ 

① ＡＣＰの普及啓発ワーキンググループ、②医療・介護関係者研修ワーキンググループ

に分かれて今後の具体的な取組について協議を行った。 

以 上 

 


